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0.は じめに

ドイツ語の逆引き辞典は少なくとも最近のものは 2冊 しかない.東 ドイツか

ら出ていた Erich Mater(1965)の ものは約 14万語収録している逆引き辞典
だ.辞典 といっても見出し語以外に意味やその他の情報があるわけではなく,

逆引き配列のたんなる語彙表つまり語彙のリストである.それでも,版を重ね,

ドイツ統一以降も他の出版社から出されているところをみると,こ のての語彙
リストは語構成などの研究に利用されているようで,研究者の需要があったよ

うである.西 ドイツから80年代の後半に出た Gustav Muthmann(1988)の逆
引き辞典は後発ということもあって,語数が 17万 5千語で Materの ものより
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多く,配列も文字の完全な逆引き配列ではなく,発音を考えて場合によっては

配列をずらすなどして新しい工夫をした逆引き辞典である.

したがって,すでに2冊のドイツ語の逆引き辞典があるわけだが,どちらも

紙の辞典でパソコンを利用した高度な情報処理には使えない.テキストフアイ

ル版 ドイツ語逆引き辞典があればgrepな どの文字列検索ツールが使え,検索

が容易だというだけでなく,従来の紙の逆引き辞典では不可能な語中の要素の

検索もおこなえる。語中要素の研究はこれまでは記憶 と内省をもとにするほか

なかったわけだが,正規表現という記法の使えるgrepな ら「..*licher..*」 とす

れば,語中に―licher― を含む語を語彙 リス トから正確に素早 く抜き出すことが

可育旨である.こ ういうテキス トフアイル版の逆引き辞典がいくら便利だといっ

ても語構成についてしらべたいというひとは言語学者か語学教師にふつうは限

られるわけで,需要が大きいとは言えない。そのためだと思うが,テ キストファ

イル版の逆引き辞典はドイツにおいてもまだ発表されていない.ないなら自作

してしまえということで作成したのだが,こ れが可能になったのは,ま ず,Sony

のつくった電子ブックと電子ブックをパソコン上で扱うフリーソフトDDwin

のおかげである.ま た,編集作業において必要不可欠な役割を果たしたのが

sortや uniqや revや awkや sedと いった汎用テキスト処理ツールである.

電子ブック (Data Disc)と いう規格で多 くの辞典類が発売されている。広辞

苑や大辞林や数々の英和辞典など日本製の辞書・事典類だけでなく,Concise

Oxford Dictionaryや American Heritage Dictionaryな ど海外のものもある.

ドイツ製の電子ブックはドイツ国内では普及せず既に入手不可能になったよう

だが,過去にはかなりの辞典類が発売されている.現在でも日本ではDuden

Universalwё rterbuchや Mackensenの Deutsche Rechtschreibungな どが電

子ブック版で入手可能である.こ れらの電子ブック版の辞典類は検索のスピー

ドが早いし,電子ブックによっては条件検索といつて見出し語ではなく解説文

中のキーワードにしたがって検索することも可能で (た とえば広辞苑の電子

ブックで「ほうげん」と「がいこくご」の条件検索をするとこのふたつを解説

文中にふくむ「借用語」が検索できる),こ のままでも十分に利用価値のあるも

のであるが,中身の情報をテキストファイルで取 り出すことができれば,たん

なる辞書の検索ではないような語学研究にも使えそうである.

DDwinと いうのは,電子ブックや EPWING規約の 12cmCD―ROMを Win‐

dows上 (現在は 3.1用 と95用がある)で使えるようにする草本和馬さんのつ

くったフリーウェアで,パソコン通信やパソコン雑誌の付録などで最新版が手
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に入る.ま た,NIFTY― Serveで作者自身がサポー トしている.DDwinは ヴァー

ジョンアップのたびに機能が追加され,索引情報によらない全文検索 (条件検

索と似ているが,条件検索は索引情報が電子ブック内に記録されている場合に

だけ可能になる)な ど,元の電子ブックプレーヤでは不可能な検索もできるよ

うになっている.1.48で は電子辞書の見出し語だけ,あ るいは,見出し語と解

説文の両方を一括してテキス トファイルとして取 り出す機能が加わった.し ら

べてみると,こ の機能を利用すれば,一枚のディスクに入ったすべての見出し

語でも効率的に取 り出せることが分かった.

また,現在,各種の汎用テキス ト処理ツール(UNIX―like Toolsと か UNIX¨

like Utilitiesと か Text Toolsあ るいはDOS To01sな どと称していることが

多い)がインターネットやパソコン通信であるいは CD―ROMを媒体に出回っ

ているが,これらの汎用ツールを使うだけで一行一語の語彙リストを逆引き配

列にすることができることが試行錯誤の結果分かった.逆引き配列にする際に

必要なのはrevと sortで,重複したデータを整理するのが tmiqだ.ま た,rev
のかわりにawkを使うこともできる.不要なデータの削除や一括変換にはsed

が便利だ.ま た,cut,paste,f。 ld,dd,nl,tr,cOmm,wcな ども含めUNIXの コ

マンドに由来するツール群はテキス トデータを扱うならぜひ使い方を覚えたい

便利な道具である.

以下では,電子ブックから見出し語を効率的に取 り出す方法,取 り出した見

出し語データを逆引き配列で整理する方法,テ キス トファイル版逆引き辞典の

編集上の留意点と利用法について,後発の研究者の参考になるようにできるだ

け具体的に記述しておきたいと思う.記述に一貫性をもたせるため電子ブック

版クラウン独和辞典の場合を例 としてあげることが多いが,他の電子ブックか

らでも基本的には同様の方法で見出し語データは取 り出せ,テ キストファイル

版逆引き辞典が作成できる.

1.電子ブックの見出し語データを取 り出して,整理する

1.l DDwinで見出し語を取 り出す

DDwinを利用して電子ブックから見出し語データを取 りだすのであるが,こ

ういう使い方は語学研究者でなければ不要な使い方で,一般のひとには思いも

よらぬ作業だろう。また,DDwinのふつうの使い方でもない.し たがって,

DDwinの詳細なヘルプファイルを熟読してもこれから述べるようなことは書
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かれていない.DDwinは基本的には電子ブック検索ソフトウェアであって,見

出し語や辞書の中身をテキス トファイルで取 り出すためのソフトウェアではな

いからだ.

見出し語データをDDwinで取り出す方法を順を追って説明していこう.

a。 まず,DD宙nを動かしはじめる前にい くつか設定を確認 してお く.メ
ニューバーの「その他」を選択し,さ らに「環境設定」を選択し,表示され

るダイアログボックスで「高度」を選択する.こ れで「高度な設定」のダイ

アログボックスが表示されるのだが,「上級者メニュー」が選択されていな

かったら選択する.また,「全項目自動表示」が選択してあれば選択をはずし

ておく.これが選択してあると,見出し語をテキス トファイルに取 り出すの

に不要な画面表示のために時間を取られることになるし,場合によっては,

扱う量が許容範囲を越えるため,「表示可能な行数を越えました.超過行を無

視します」という表示がでて,見出し語をすべて取 り出すという目的が達成

できないので要注意である.それから「編集ファイル名」には保存したいディ

ンクトリ名ぐらいまでは書いておいたほうがあとで入力する手間がはぶけて

便利である。

b。 電子ブックをCD―ROMド ライブに入れ,「文献」を選ぶ.「外字の扱い」を

「16進表示」に設定する.これをしないと,テキストファイルに出力する際

にドイツ語の特殊文字が奇妙な文字に変換されてしまうためである.「外字の

扱い」が表示されない場合は「上級者メニュー」になっていないので,メ ニュー

バーの「その他」から「環境設定」―「高度な設定」で「上級者メニュー」に

設定しなおす.

C.検索の準備は終わったので,いよいよ検索する。ワイルドカードのアステ

リスクを使って,「 *a」 または,「 a*」 を「索引検索」で検索させる.アステ

スクをどちらに付けるかは最初に選択してしまおう.「 *a」 ならaで終わる見

出し語を逆引き辞典の配列で,「a*」 ならaで始まる見出し語がふつうの辞書

の順番で取 り出すことになるのだが,どちらを選んでも基本的には見出し語

はすべて取 り出せるし,見出し語さえ取 り出してしまえば,後述するように

逆引き配列にすることはどちらの場合も可能である.逆引き配列で見出し語

を取 り出す場合は,DDwinの設定で「高度な設定」の「該当リストのソー ト」
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のチェックを外しておこう.こ の方法で取 り出した見出し語データをcopy

や catで順番につなぐだけでひとつの電子ブック版辞書からなら逆引き辞典

がつくれる.しかし,複数の電子ブック版辞書の見出し語を結合して編集す

る場合には次節で述べる方法で見出し語の整理や配列の変換が必要である.

「候補表示二選択エリア」を見ているとすこし時間がかかるが,そのうちに見

出し語が連続して表示される.見出し語が「候補表示―選択エリア」に表示さ

れたらこのエリアの下部にある「全て」というボタンを押して,検索された

見出し語をすべて選択状態にする.それから,メ ニューバーの「編集」から

「エディター起動」を選択する.次に出てくる表示で出力したいファイル名

を指定して,「該当項目見出しのみ」をチェックする.そ して,「OKボタン」

を押せば,あ とはDDwinが登録してあるエディタを使って自動的にテキス

トファイルに見出し語を出力してくれる。エディタはWindowsに付属のも

のでは大きなファイルが扱えないので,巨大ファイルでも扱える別のテキス

トエディタを用意しておく必要がある。なお,「索引検索」でなく「全文検索」
を利用しても見出し語が取 り出せる場合があるP

d。 「 *b」 から「 *z」 まで (c)の作業を繰 り返す.電子ブック版のクラウン独和

辞典ではウムラウ トは指定 しな くても検索できるようになっているので

「 *ё」などとする必要はない.ま たエスツェットで終わる語も「 *s」 で検索

することになっている. ドイツで発売された電子ブック版 ドイツ語辞典では

ウムラウトやエスツェットを入力する必要があるが,日本語版 WindOws 3.1
ではコード入力することになる。なお,電子ブックでは大文字と小文字は内

部では無視してしまうため,検索の際にはどちらを使っても結果は同じであ
る。 ドイツ語のすべての特殊文字がこのコード入力でうまく行 くかどうか私

自身は確認していない.私自身は英語版 WindOws 3.1で 入力している.

DDwinは表示をすべて英語に切 り換えることができ,そ のまま英語版 Win_
dowsで使用することができる.

e。 (c)と (d)の 作業でつくった 26個のファイルを連結する.DOSの copyコ
マンドでこれができる.26個のファイルをdaten.a,daten.b,datenocと いう
ふうにつくっていれば,「copy daten.*daten.dat」 とすれば,最終的

'こ

26個
のファイ71/が結合され,daten.datと いうファイルができあがる。
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ここではテキストファイル版の逆引き辞典の作成 との関連で DDwinに よる

見出し語の抽出法について述べたが,上記の(c)の工程で「該当項目見出しのみ」

のチェックをしなければ辞書のすべてがテキス トファイルとして取 り出せる

(た だし,発音記号などは文字化けしてしまう)。 私は実際 Dudenの Univer‐

salwёrterbuchでそうしている. こういう使い方ができるのはDD宙nのおか

げであり,現時点ではDD宙n以外ではちょつと実現が難しいのではないかと

思われるP

l.2取 り出した見出し語の後処理

[1.1]の作業でできたファイルを完全な一行一語の語彙リストにするには,

まだかなりの加工が必要だ.と はいえ,作業の大部分はエディタソフトの一括

置き換えや一括削除をつかえばよいので,それほどの作業ではない.まず,見

出し語以外の不要な記号を削除しなければならない.ク ラウン独和辞典の例だ

と最重要語の前にはアステリスクふたつが縦に並んでいる外字が,重要語には

上付きのアステリスクひとつが付加されている.「外字の扱い」が「16進表示」

にしてあればテキストファイル中では [a424]と [a423]と なって出力されて

いるはずだ。 [a424]や [a423]を エディタなどで一括削除すればよい.ま た,

綴 りの分け方を示すのにナカグロがあるから,こ れも一括で削除.ま た,複合

語内部の要素間の切れ目を示す語構成表示のための記号としてイコール記号を

波線にしたようなもの ([a16f])が使われているが,こ れも下括削除した.そ

れから,見出し語に続けて解説文の一部の記号などが出力されるケースもあっ

たが,こ れも削除である.分離動詞の前つづりと動詞本体のあいだにはいる下

向きの矢印 ([a171])も 削除したeク ラウン独和辞典の見出し語データの整理

で一番面倒だったのが,複数の見出し語が一行に出力されたものの処理である.

たとえばNesselausschlag,Nesselfieber,Nesselsuchtは ひとつの見出しとし

て扱われているのである.基本的にはこれを3行に切 り分ければいいのだが,

やっかいなのは, 3語がひとつの見出しとして扱われていることで DDwinの

見出し語表示限界 (電子ブックプレーヤでも表示しきれない場合がある)を越え

てしまうようで見出し語全体が取 り出せないことである。 3番め の Nessel‐

suchtでは実際に出力されたのはNだけだった。こういう場合は出力されな

かった語が何であるかもう一度個別に検索して確認する作業が必要になって,

かなり時間をとられる.ま た,そ もそも見出し語だけを取 り出すことができな

いような電子ブックもある.見出し語といつしょに解説文の一部が出力されて
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しまうのだ。こういう電子ブックから見出し語だけを取 り出したい場合は,解
説文の一部を取り除く作業が必要になる.

ここまでの作業でかなり整理されてきているが,さ らに,次の方針で一行一

語の語彙リス トの編集を続けた。

a。 ()は使わない.

b。 一行一語にして行末のスペースは削除する.

Selbstbestimmung(srecht)の ような書き方は人間が直接読むには問題ないが,

パ ソコンで検索することを考 えると,Selbstbestirrmungと Selbstbestim‐

mungsrechtの 2語にしなければならない。単語のあとにスペースがある場合

は,これがあると,grepな どで検索するのが面倒になる.た とえば,合成語の

語中に出てくるungを検索しようとして「..*ung"*」 という正規表現 ([3.4],

[4.1]参照)を使うと,ス ペースも文字の一種と見なされ,「Begegnungス ペー

ス」のようなものが意に反して検索されてしまう.ま た,語末にスペースがあ

ると,逆引き配列にするためにrevを使って行を反転させたあとsortす るとス

ペースもコンピュータの処理としては文字であるから,こ ちらの期待通 りの配

列にならない.

なお,人間の行うことはどうしても間違いが入り込む可能性がある.電子ブッ

ク版の辞書は中身が紙 と違って見えないだけに,妙な間違いが編集過程では

いったりしても十分にチェックされずにそのまま出版されてしまう危険性が大

きいようだ.た とえば,drawerが drOwer,interlineが inOerlineになっていた

り,Dominanteや Konstatiemngが Domi nanteや Konsta tie― gと 出力さ

れたりする電子ブックがあった。この種の明らかな間違いは気付いた範囲で直

した.ち ょっと驚かされたのは,電子ブック版の Hermarm Paul:Deutsches

Wёrterbuchの 不具合で,この辞書では索引情報のつけ方にミスがあったょぅ

で,前方一致検索では検索できない語がかなりあった.た とえば,ふつうの前

方二致検索ではseinは検索できず,後方一致検索でないと検索できなかった.

したがって,こ の辞書では前方一致検索ではすべての見出し語は取 り出せない。

ハイフンについても問題はある.ま ず,出力されたハイフンは形式が不統一だっ

たり,キーボードから直接入力できないものだったりした.こ れはすべてキー

ボードにあるふつうのハイフンに一括置き換えした.さ らに,ハイフンでは,

単語が行末に来たためにはいったハイフンもAl―tersmhegeldの ように出力さ

れてしまった。こういうハイフンは面倒でも手作業で削除していかなければな
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らない.編集方針によってはさらに各種の削除が必要になるが,こ れについて

は後で述べる。

2.―行一語の語彙 リス トを逆引き配列にする

revと いうテキス ト処理ツールがある.UNIXの 種類によっては最初から備

わつているコマンドであるが,MS―DOS用 として提供 されているものは 1種

類 しか発見できなかったりまあ,後で述べるように,revの機能は awkで も可

能だからrevが必要不可欠 というわけでもないe revは どういうツールか とい

うと,テ キス トファイルの各行の内容を反転するツールである.―行一語の語

彙 リス トを逆引き配列にするには,基本的には revと sortを組み合わせるだけ

でよい。例 として sportler.0と いう名前のテキス トデータをとりあげよう.内容

は次の 7行 とする.様々な Sportlerがふつうの辞書 と同じ順番で並んでいる.

各種の Sportlerのあいだには無関係の語 (Deutsch,Rathaus,Splitter)が わざ

と入れてある.

Berufsspoltler

Deutsch

Profisportler

Rathaus

Spitzensportler

Splitter

Sportler

revで sportler.0の 内容を書きかえて sportler.1と いうファイルに保存する.

rev sportler.0 > sportler。 1

sportler.1の 内容は次のようになる。

reltropssfureB

hcstueD

reltropsiforP

suahtaR

reltropsneztipS
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rettilpS

reltropS

ここで sportler.1の 各行をソー トすると,行の順番が入れ代わる.語頭からソー

トしてい くことになるが,本来は語末であるものが語頭に来ているわけだから,

語末の文字から語頭にかけて語彙をソー トしてい くという意味になる。sortは

各種のものがあって,使い方も多少 ことなるのだが,私の使ったものでは次の

ようにキーボー ドから打ち込む.なお, ドイツ語で逆引き辞典をつ くる場合に

は大文字 と小文字の区別をしないいわゆる辞書順のソー トがどうしても必要な

のだが,この例ではとりあえず無視 している.

sort sportler。 1>s,Ortler.2

sportler.2の 内容は次のようになる.

hcstueD

reltropS

reltropsiforP

reltropsneztipS

reltropssfureB

rettilpS

suahtaR

これをあらためて revで反転させると配列を除けば元 どお りの単語に戻って,

逆引き配列の語彙 リス トが完成する.

rev sportler.2 > sportler。 3

sportler.3の 内容は,

Deutsch                           i
Sportler

Profisportler

Spitzensportler

Berufssportler

Splitter

Rathaus
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のようになっていて,各種のSportlerがならんで出現する語尾部分のそろった

逆引き配列になっていることが確認できる.

ここで述べた方法で語彙リストを逆引き配列するには,行の内容を反転させ

る作業がどうしても必要である.しかし,revは一般に普及しているツールとは

言い難い.UNIXで もシステムによってはrevコ マンドがないし,MS―DOS上
で使えるrevが入手できない場合もあるだろう.そ ういう場合は,上ですでに

述べたようにawkで revの機能が実現できる.R.Stallman他 (1993,p.109)

や植村・富永 (1993,pp.119-120)に スクリプトがある.私もつくってみたが,

ごく短いスクリプトで実現できる.

#REV.AWK
{for(i=length();i>0;i一 )

printf"%s",Substr($0,i,1)

print'"'

}

sportler.0の 各行の内容を反転させ,そ の結果をsportler.1に 保存するには次

のようにする.

awk― f rev.awk sportler.0 > sportler。 1

revや rev.awkはテキス トファイルの語彙 リス トならなんでも適用可能であ

る.要は一行一語の語彙リストを入手することであるが,電子ブック版の辞書

からなら [1]で述べたようにDDwinを利用して見出し語だけを取 り出すこと

ができるし,語学教材を対象に使用語彙を逆引き配列にするぐらいなら量は多

くないので手作業で入力するのもいいだろう.ま た,ス キャナとOCRソ フトで

まずテキス トを入力して,それを一行一語の語彙 リス トにwordな どのツール

を使って処理する方法もある.ま た,将来的には一行一語のテキス トフアイル

の語彙リス トが流通する可能性もあるだろう.実際,イ ンターネットを探すと,

英語の語彙リストなら未整理だと断りのついている語彙リストであるが,現在

でも10万語程度のものは入手できるようだ.

ツールの revに してもawkス クリプ トrev.awkに しても行全体を反転する

仕組みになっていて,行の第 1フ ィールドだけ反転させたいという場合には使

えない.しかし,た とえば第 2フ ィールド以降に説明などの付加情報のはいっ
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ている語彙リストを逆引き配列にしたい場合もあるだろう.こ ういう場合には

revではど.う しようもないが,awkな らスクリプトに手を加えることで対応で

きる.

#REV2.AWK(各 ンコードの第 1フ ィールドだけ反転させる)

(nagasa=length($1)

for(i=nagasa;i>0;i― )

printf"%s",substr($1,i,1)

print substr($0,nagasa+1)

)

たとえば次のような付加情報のはいった語彙リストのファイルがあるとする.

ファイルの名前はfile.0と しておこう.

Ferienhaus      Nr.1

Ferienwohnung   Nr.2

Hauswesen      Nr.3

Sorrmerhaus      Nr.4

Sommerwohnung  Nr.5

Wohnungswesen     Nr.6

ふつうの辞書の順序にならんでおり,語頭の部分が共通している語も混じって

いる.付加情報の例として番号を書き加えてみた.さ て,rev2.awkを つかって

逆引き配列に並べかえるには次のように打ち込む.

awk―f rev2.awk file.0 1 sortl awk―f rev2.awk>file。 1

file.1と いう新 しいファイルがで きるが,そ の内容 は,

Ferienwohnung   Nr.2

Sor―erwOhnung  Nr.5

Wohnungswesen  Nr.6
Hauswesen         Nr.3

Ferienhaus      Nr.1

Sonllnerhaus      Nr.4

となっていて,語彙の出だ しはふぞろいになって しまったが,後半部がそろっ
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た並び方にふたつずつなっている.要するに,逆引き辞典の配列に正しく変換

されている.行の後半も正しく移動していることは数字の対応を見ればあきら

かだろう。たとえば Nr.1が Ferienhausだ という事実は変化を受けていない.

付加情報つきの語彙リス トが逆引き配列にできればどんなメリットがあるだ

ろうか.逆引き辞典の作成と直接関係はないが,具体例をひとつあげておこう.

動植物名の一部に形容詞が使われているものがあるが,これを整理してみたこ

とがある.ま ず,Harry Garms(1969):Pflanzen und Tiere Europaso Mmchen

(dtv)。 の索引から形容詞つきの動植物名をすべてテキストデータとして入力し

た.入力形式は形容詞の活用をとった代表形をまずあげ,それから形容詞つき

の動植物名とした.ウ ムラウトは¥記号をaゃ oゃ uの前に付加し,エ スツェッ

トもSの前に¥記号を付加することであらわしている.

こんなふうに入力した行がえんえんと続 くわけだが,た とえば色彩のrotに着

目して,rOt―で始まる合成形容詞の例が知 りたいとする.こ れはフアイルを単純

にsortで並べかえればよい.

schwarz

abgestutzt

achtfYuYsig

rotadrig

rotbauchig

rotbeerig

rotbraun

orangerot

fleischrot
ziegelrot

ziegelrot

rostrot

Schwarzer AaskYafer

Abgestut zte Klaffmuschel

AchtfYuYsige Zweikiemer

Rotadrige Singzikade

Rotbauchige Unke

Rotbeerige ZaunrYube

Rotbraunes Kopfried

Orangerotes Habichtskraut
Fleischrotes LYausekraut

Ziegelroter RiYspilz

Ziegelr oter S chl angenstern

Rostrote Segge

rotgeb¥andert    Rotgeb¥anderter TotengrYaber

こういう行が簡単に見つかる.それでは,今度は,一rOtで終わる合成形容詞が

知 りたい場合はどうすればよいか.行の先頭にある形容詞を逆引き配列にすれ

ばよい.rev2.awkを不U用 してそういうファイルをつくると,
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rostrot

blutrot

blutrot

blutrot

Rostrote Uferschnepfe

Blutroter SchnellkYafer

Blutroter Seeampfer

Blutroter Storchschnabel

こういう調査が簡単にできるわけだP

逆引き配列は単語の逆順配列と行のソー トというふたつの組み合わせで可能

になるわけだが,ソ ー トについてはまだ触れていない問題点があるc

a。 大きなファイルでもソー トできるか?

b.辞書順のソー トが可能か?

MS―DOSに もsort.exeがついている。しかし,こ れだとちょっと大きなテキス

トファイルがもう扱えない.扱えるファイルの大きさはマニュアルで 64 KBま

でとなっている.実際にどのぐらいの大きさの語彙 リス トなら扱えるかしらべ

てみた.―行一語の語彙 リス トで確認すると7500行程度でもうソ‐ 卜不能に

なった。これではとてもテキストファイル版逆引き辞典の編集には使えない.

さいわい,sortは MS―DOSで使えるものが多 く出回っていて,大 きなファイル

が扱えるものも多い。テキストファイル版逆引き辞典の作成では,既存の電子

ブックの見出し語をもとにつくるならば―行一語のテキス トファイルが 20万

行程度扱えればよい.ただ,辞書順のソー トも可能でないと困る.本来,sortは

コード順に行を並びかえるものらしいのだが,このコード順 というのは辞書の

順番と大文字と小文字の区別 という点が大きく異なる.コ ード番号は大文字の

ほうがイヽさく,ABC...XYZabc...xyzと いう順番である.だから,こ の順番だと,

すべての大文字で始まる語が先で,その後に小文字で始まる語が続 くことにな

る。名詞を大文字で書 くドイツ語ではとても容認できない順番になってしまう.

例をあげて説明しておこう.

essen

Essen

ewig

Ewigkeit

Floskel

Flo¥s

Flosse
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鈎　。Ｗｉｇ

ｅ

　

ｅ

これは辞書の順番にならべたものだ.UNIXの sortを もとにつ くられ,UNIX‐

like Toolsと いう名前で配布 されている sort.exeで上の内容のファイルをオ

プションをつけずにソー トした結果が次のものである.大文字で始まる Flosse

が小文字で始まる essenの 前に来ている.

Essen

Ewigkeit

Flo¥s

Floskel

Flosse

今度は,大文字 と小文字を区別 しない―fオ プションをつけてソー トしてみる.

Essen

essen

ewlg

Ewigkeit

Floskel

Flosse

Flo¥s

となって,辞書の順番に近いが,Essenが essenの 前に来ている点がもとの辞書

の順番とことなる.つ まり,大文字と小文字の区別をしないが同順位になる場

合は大文字を小文字にを優先させているわけだ.ま た,エ スツェットを¥sであ

らわしていることもあってこの順番も本来の順番からずれてしまうが,こ れは

やむを得ない.なお,私がテキストファイル版逆引き辞典の編集に利用したの

はxsortと いう名称のソー ト・ツールだが,これだと,essenを Essenの 前に出

すソー トが可能だ.
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3.テキス トファイル版逆引き辞典をつくる

編集作業の諸問題を [3.1]か ら [3.4]で述べる.

3。 1結合 した複数データの整理

辞書―
■の見出し語データでも同音語,正確に言えは,同字語がかなりある.

これをこのままにしておくと,コ ンピュータで各種のテキスト処理する場合に

妨げになる.現状では同一の見出し語はひとつだけにしておくのがよさそうで

ある.複数の辞書からの見出し語データをcopyや catで結合した場合,当然,

かなりの部分は見出し語が重複しているはずだ.数万から数十万あるファイル

で重複行を手作業で削除していくことはとてもできない.こ ういうときのため
に汎用のテキス ト処理ツール sortと urliqが使える.

sort[フ ァイル]l uniq>[新 ファイル]

UNIXの sortや これの移植版だったら一uォ プションがあって,これにはuniq

の複数の同一行を一行にまとめる機能が含まれているから

sort―u[フ ァイル]>[新 ファイル]

とすればよい.

3.2 Umlautな どの特殊文字の処理

ウムラウトやエスツェットについては,基本的には日本独文学会データベー

ス委員会の方法で「 ドイツ語特殊文字は,¥記号を当該文字の直前に付加する

[例 :¥A;¥a;¥s:¥0:¥0;¥u;¥u]」 というエスケイプ 2文字方式を採
用した.ただし,こ の方式には問題 もあるので,研究内容によっては,未使用
記号方式でもファイルをつくって利用することにした.

エスケイプ 2文字方式の問題点は,語彙の文字数を問題にしたりする場合は

本来 1字のものを2字で表現しているため不正確になるか,処理が複雑になっ
てしまうということである.ま た,特定の文字や文字列の位置を文字数でかぞ
えるような場合にもエスケイプ文字の¥記号などの分だけ字数が増え位置もず
れる.た とえば,Flu¥sは本当は4文字なのに¥のせいで 5文字になってしま

う.WYaschekOrbに は ascheな ど本当は含まれていないのに含まれているこ
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とになってしまう.Fl¥acheの chは aに後続しているわけではないのに後続

していることになる.¥Argerの 1字めは本来大文字なのにこの書き方では2

文字めが大文字である.

エスケイプ2文字方式の問題点のほとんどは,特殊文字 1字を別の未使用の

記号 1字に割り当てれば解決する.利用できる記号は語彙リスト中に未使用の

記号でたとえば「¥s」 のかわりに「*」 を「¥a」 のかわりに「+」 を「¥A」 の

かわりに「#」 を利用すればよい (sedのスクリプトが読めるひとは [3.4]の 記

述を読めば私が未使用記号方式で利用した記号の詳細が分かる).未使用記号方

式で特殊文字を記述すると,可読性が低く,人間が読むには適していないが,

パソコンで処理する際にだけ使うことにすればよい.ま た,「¥a」 のかわりに

「*」 を使うような未使用記号方式には可読性以外にもデメリットがあるので

まとめておこう.

a.未使用記号の数は限られているから,表現できる特殊文字が少ない。

b.ソ ートするとその部分がふつうの辞書の順序とずれてしまう.

C.記号を使うので大文字と小文字の変換ができなくなる。

(c)について補足すると,ドイツ語では名詞を大文字で書くので,大文字と小文

字の変換という作業が必要になることがけつこうありそうだ.た とえば,文字

の頻度を出したいのだが,大文字と小文字を区別したくないということもある

だろう.こ ういうときには未使用記号方式は無力である.大文字と小文字の変

換をしてくれるツールは多い.しかし,awkの tolowerO関数やtoupperO関数

や ddの conv=lcaseや conv=ucaseで大文字とJヽ文字の変換が可能なのはア

ルフアベットだけである。「¥a」 のかわりに「+」 と書いてしまえば,「十」は

大文字でも小文字でもないから変換の対象にはならない。

さて,エ スケイプ2文字方式でウムラウトなどの特殊文字を記述する際には,

ドイツ語以外の特殊文字についても置き換えのルールを定める必要がある. ド

イツ語の逆引き辞典をつくる場合に限つても,見出し語のなかにはフランス語

やチェコ語のものを始めかなり多くの外来語などが混じっていて,それぞれの

国の特殊文字が使われていることもあるからだ.データそのものから除外して

しまうことも考えたが,Cafё のように重要な語彙も混じっているからすべてと

いうわけ
'こ

もいかない,それで,一応,デ‐タベース委員会方式を拡張した置

き換えのルールを定めることにした.なお,中にはドイツ語の辞典には見られ

ないスペイン語の文字も混じつているが,これは英語 (米語)の逆引き辞典を
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編集する際に頻繁に出てくるスペイン語の文字に対応したものである.

(1)iの上に
¨
がついた文字 (1)……………………………¥i

(2)eの上に
¨
がついた文字 (ё)・ ……………・。「…………・・¥e

(3)セディーユ (小文字)(c)… …………………………¥C

(4)セディーユ (大文字)(c)・…………………………・・¥C
(5)oと eの合字 (oe) ……………………………………………&o
(6)0と Eの合字 (CE)… …… …̈… …̈"………………̈ "。&0
(7)nに 波線 (～)がついた文字 (a)… …………………¥n

(8)aに右下が りのアクサン・ グラーヴ (a)・…………・・>a
(9)aに左下が りのアクサン・ テギュ (a)・………………<a
00 eに右下がりのアクサン・グラーヴ (ё)・…………・・>e

CD eに左下がりのアクサン・テギュ (6)・……………・・<e

O uに右下がりのアクサン・グラーヴ (a)Ⅲ……………>u
aD uに左下がりのアクサン・テギュ (■)・………………<u
aO aに アクサン・スィルコンフンックス (a)…………^a

C51 eにアクサン・スィルコンフレックス (O)…………^e

aO iにアクサン0ス ィルコンフンックス (1)……………^i

l171 oにアクサ ン・ スィル コンフレックス (0)…………
A。

00 uに アクサン・スィルコンフレックス (a)…………^u

a9 cにハーチェク に)……………………………………&c

00 Cにハーチェク (C)…………………………………&C

3.3見出し語として採用する語および語形

すでに一行一語の語彙リストという形式と行末にはスペースを置かないとい

う点,ま た,語彙を記載する際には括弧は使わずに異形は2語 として記載する

こと,見出し語以外のデータ (重要語の印,不規則変化動詞の印,分離動詞の

分離線,分綴の印など)は削除することを [1.2]の ところで述べた.編集作業

をさらにすすめるには,最終的に採用する見出し語を決めて,それに応じて削

除や書き換えが必要である.どういう研究に利用するかでテキストファイル版

逆引き辞典に採用する見出し語は変わってくるはずだが,私自身は一応次のよ

うな編集方針をとにかく決めた.
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a.同音意義語の配慮はしない.したがって,一語形は一度だけ記載する.分
離動詞と非分離動詞の区別もしない.

b.見出し語は単語だけとする.したがって,文字や略語や記号や単位などは

採用しない.それに接頭辞や接尾辞も載せない.ま た, 2語以上からなる

表現 (た とえば諺)も 削除する.2語以上のものはフィールド単位でテキス

ト処理する際に例外的な扱いが必要になる.定冠詞つきで名詞が見出し語

になっている場合は定冠詞を削除する。

C.動詞は不定詞しか載せない.過去分詞は形容詞化したものだけ残す。

d.形容詞は活用語尾の付かない形しか載せない.

e.地名や国名などの固有名詞は載せる。Sri Lankaや New Yorkのように 2

語からできている地名や国名は削除した ((b)を参照).人名は家族名は載

せないことにした。Lisztや Nietzscheや Lukacsな どの有名人の名前は

辞書の見出し語になっていたりするが, ドイツ語の語彙として残すことに

は問題があると判断したからだ.ただし,Monikaや Klausな どの個人名

は削除しなかった。

一語形は一度だけ記載するというのは,動詞の seinと 所有代名詞の seinも 区

別しないということで問題のあるやり方であるが,テ キスト処理を手軽に行う

には必要である.[3.1]で述べた miqをつかった重複行の処理などでもこの前

提があってはじめて可能になる.

今のところまだ編集上の方針が決められなくて,元のデータをそのままにし

ている点もある.

a.複数形の見出し語をどうするか?

b。 冠詞類や代名詞の語形をすべて採用するかどうか?

C.形容詞型変化の名詞の見出し語としての語形をどうするか ?

d.序数詞の見出し語としての語形をどうするか?

e.形容詞の比較級や最上級の見出し語を削除するかどうか?

f.数字や分数や回数をどれだけ載せるか?

こういう問題がなかなかやっかいだということを複数形の見出し語で考えてお

こう.複数形しかない Eltemの ような場合には複数形の見出し語を採用するし

かない.それでは単数形がないわけではないが,ふつうは複数形が使われる語

についてはどうするべきだろうか.Streitigkeitと Streitigkeitenの ような場合
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である.ク ラウン独和辞典では「ふつう複数で」としながらも見出し語に採用
しているのは単数形だ.しかし,辞典によってはこういう場合に見出し語とし
て複数形を採用しているものもある.ま た,ク ラウン独和辞典は学習辞典だか

ら重要語についてはHausbrの ように複数形も見出し語としているものがかな

りあるようだ.か りに複数形の扱いが決まったとしても,書き足すのも削除す
るのも辞書全体を手作業で確認しながら行うことになり,たいへんな作業とな
る.

3.4 sedに よる一括削除,一括変換4)

編集作業においては一定パターンの一括削除を繰 り返し行うことが多い.肖J

除するリス トをつくれば繰 り返し活用できるsedが便不Uである.ま た,sedを利
用することで変換と復元という作業を自動化することもできる.一括削除の例
として接頭辞 と接尾辞の削除の例をあげておこう.接頭辞や接尾辞の行をすべ

て削除するスクリプトは次の 2行でいい.

/^―/d

/―$/d

/^―/や /―$/は妙な記号の羅列に見えるかもしれないが,正規表現と言われる書
き方 ([4.1]参照)で汎用性があり,覚えてしまえばぅ他のawkや grepな ど
でも同じように使える。上の2行のスクリプトの内容は,「行頭にハイフンがあ
る行と行末にハイフンがある行を削除しなさい」という意味になっている.こ
れはsedに よる一括削除が非常にうまく行く場合だが,場合によっては削除リ
ストの作成にかなりの作業を覚悟しなければならない.電子ブック版クラウン
独和辞典では紙の辞典なら巻末についている動詞変化形索引がぶつうの見出し
語といっしょに取り出されたため動詞の変化形の削除をsedでおこなった.こ
の場合は数千語を手作業で入力して削除用スクリプトを作ることになった.し
かし,こ の場合でも,他の電子ブック版の辞書から取り出したデータに対して
もこのスクリプトが使えるし,失敗があって元のデータから編集作業をやり直
したい場合も大助かりである.

[3.2]で述べたようにウムラウトなどの特殊文字は,¥な どの記号をつかっ
て基本的にはェスヶィプ2文字方式であらわすことにしている.ただし,語彙
の文字数の調査などの場合は必要に応じて未使用記号方式で特殊文字を表わす
ファイルを不U用するということも述べた.エスツェットならエスケィプ2文字
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方式では「¥s」 だが,未使用記号方式では「ホ」ひとつであらわしている.テ キ

ストファイル版辞書の編集作業では,ふたつのフアイルで別々に編集作業をす

すめるというのは効率的ではない。だから,編集作業などはエスケイプ 2文字

方式のフアイルに対して行い,未使用記号方式のファイルが必要ならエスケイ

プ 2文字方式のフアイルを変換してつくることにした.そのため,編集の各段

階でくり返しエスケイプ 2文字方式から未使用記号方式に変換するという作業

を行なっている.sedな らこういう一括変換はスクリプトをファイルに保存し

ておけるので便利である。また,未使用記号方式のファイルで語彙の文字数の

処理などをしてその結果に未使用記号方式の特殊文字が含まれている場合は,

その結果を再び見やすい¥な どをつかったエスケイプ 2文字方式の特殊文字に

復元することもできる.次に私が実際に変換と復元の目的で使用しているスク

リプトをあげる.実際に使用するsedのスクリプトは「s〃/g」 の形式で一行に

ひとつずつ書くのだが,それでは場所をとるので,こ こでは1行に4行分を書

いておくことにする.

a。 ェスヶィプ2文字方式の特殊文字を未使用記号方式に変換する :

s/¥¥s/1/g

s/¥¥0/%/g

s/>e/)/g

s/¥^a/:/g

s/¥¥e/0/g

s/¥^e/0/g

s/&0/!/g

s/¥*/¥¥s/g

s/%/警 0/g

s/)/>e/g

s/:/^a/g

s/!/¥&0/g

s/<a/l/s
s/Y^ o/;/e

s/¥^i/0/g

s/近Lc/0/g

s/>a/]/g

s/¥¥c/@/g

s/¥^u/0/g

s/&C/0/g

s/Y*o/$/s
s/ <e/ (/e

s/Y*n/ - 19

s/*Yi/0/s
s/>u/0/e
s/&o/" /g

s/¥$ハ合Fo/g

s/(/<e/g

s/=/¥¥n/g

s/"/¥&o/g

s/¥¥a/十 /g    s/¥¥A/#/g
s/¥¥u/～/g    S/¥¥U/_/g

s/YYC/0/g     S/<u/0/g

b.未使用記号方式の特殊文字を元のエスケイプ 2文字方式に復元する :

s/¥十 /YYa/g   S/#/¥¥A/g
s/～/Y¥u/g    S//¥¥U/g
S/¥[/<a/g    S/¥]/>a/g

s/;/^o/g s/@/¥¥c/g

復元するほうのスクリプトの量がはるかに少ないのは復元をあきらめているも

のがかなりあるためである.大文字のセディーユやハーチェクなどはエスケイ
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プ 2文字方式で記述するには問題はないが,未使用記号方式で別の記号に割 り

当てるには記号が足 りない.それで,頻度の少ない特殊文字はすべて「 0」 に

置き換えている.語彙の文字数や文字位置を問題にするような場合,こ れらの

文字自身が関係しなければこれで十分である.しかし,当然,「 0」 に置き換え

てしまったものは元の記号には戻せない。 1か ら9の数字に割 り当てることも

不可能ではないが,場合によってはこの辺 りのアラビア数字が語彙の一部に使

われていることもあって,問題がないわけではない。特殊文字の変換および復

元スクリプトで注意しなければならないのは,よ く考えて変換先の記号を決め

ないと予想しない結果になるということである.細心の注意と試行錯誤が必要

である.た とえば,「¥u」 の変換先に「&」 を指定したりすると,B¥ucherが
まず B&cherに 変換され,ス クリプトの後ろのほうでふたたび「&c」 が「0」

に変換されて,BOherが生成されてしまう.だから,置き換え文字を決める際

には変換先と変換元の両方を考慮にいれなければならない.

4.テキス トファイル版逆引き辞典を利用する

現時点で編集が一番すすんでいるのは,ク ラウン独和辞典 と Langenscheidts

Data Disc Wё rterbuch Frarlzё sischと Langenscheidts Eurowё rterbuch

ltalienischの 3冊の電子ブックか ら取 り出した ドイツ語の見出 し語データを

もとにつ くったテキス トファイル版逆引き辞典だ.一応 jisho.datと 名付けてお

こう.jisho.dat tま 今後整理がすすめばさらに小さくなる可能性があるが,1996

年 4月 7日 現在で語数が55464語で平均文字数が10.0337字になっている.一
行一語のデータだから語数は行数であり,各行の文字数をどんどん足していっ

て,その総和を総行数で割れば平均文字数がでる.こ れをawkでゃるなら

awk"{all+=length($o)}END{print NR,al1/NR}''jisho.dat

とする.なお,使用する辞書ファイルは特殊文字がエスケイプ2文字方式では

なく未使用記号方式のものでないと正確なデータは出せない。

さて,こ の節ではこのjisho.datを実際に利用することを考えてみたいe一般

の辞書の見出し語をもとに作成しているので,内容的に偏りのない語彙のはず

で,「 ドイツ語の語彙」の標本として利用できることが期待できる.一般的な利

用法は,やはり,検索が主体であろう.テ キストファイル版なら正規表現をつ

かつた検索が可能で,これについて [4.1]で述べる.ま た,awkには検索機能
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だけでなく,集計機能もあり,こ れがテキス トファイル版の語彙 リストを利用

する上でとても役に立ちそうである.awkの集計機能については[4.2]で述べ

る.            ′

4。 1正規表現をつかった検索

語彙中に含まれる特定の文字や形態素の調査をしたいならテキストファイル

の語彙リス トはとても役に立つ.具体例をいくつかあげよう.弱変化動詞で語

幹が tや dで終わるものは,文法の学習ではくり返し登場する.現在人称変化

でstや tのかわりにestや etの人称語尾をとるし,過去分詞のつくり方でも語

末に tのかわりにetを とる.ま た,命令形ではそれほど確かな規則性はないよ

うだが,やはり,語幹にeのついた形が使われたりする点が他の動詞とことな

る.授業でこういう動詞の練習を学生とやっていて例をさらにあげたくなるこ

とがある。ところが,こ れが意外に難しい.―tenや一denで終わる弱変化動詞と

言われてもarbeitenや badenや betenや heiratenぐ らいはす ぐに思い付 く

が,ほかにはなかなか思いつかない.こ ういう場合に役に立つのが逆引き辞典

であるが,grepと テキス トデータなら,検索はもっと容易で迅速にできる.

^[a―
z].ホ [dt]ens

妙な記号を使った書き方をしているが (ウ ムラウトなどの特殊文字のことはこ

こでは考慮に入れていない),こ れは正規表現という書き方になっていて,「ア

ルファベットの小文字で始まる行で denま たはtenで終わる行」という意味で

ある.正規表現とは,なぜこんな命名になるのか理解に苦しむが,「行の先頭」

だとか「行末」だとか,「 aからZま での任意の 1文字」だとか「前の文字の O

回以上の繰 り返し」といった通常の文字情報以外の情報を特殊記号であらわし

た表記法のことである.正規表現を使えば正確な検索が迅速にできる.た とえ

ば,行末の enと行頭の enや行中の enが正規表現では区別できて,「ens」 と書

けば englischの enや denkenの最初の enは検索対象から除外される.grepで

はこういう正規表現が使えるものと使えないものがあるが,使えるものでは効

率的に一行一語の語彙 リス トから一denあ るいは一tenで終わる単語を探してく

れる。もちろん動詞以外 も検索の網にひっかかって,形容詞のirdenや ver‐

schiedenや 副詞の seltenや hintenな ども検索されてしまうが,こ れはやむを

得ない.

ふつうの検索では語頭からあるいは語末から検索できれば十分だから従来の
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紙の辞書や紙の逆引き辞典でも同じように検索できる.テ キス トファイルの語

彙リス トとパソコン検索の利点はそのスピードと検索結果がさらにパソコン上

で処理可能 という便利さぐらいである.ただし,テ キス トファイル版の語彙リ

ス トならではという利用法もある.頻度などの集計については次節で述べるが,

話を検索に限っても,た とえば fё.111を含む語をしらべるというのは機械可読

のテキストファイル版ならではの利用法と言えよう.Erk(1985)の語彙家族

(Wortfamilie)の インデクスをしらべると,fёrrnに続 く要素は約 25万 4千語

のコーパスで igが続 くものしか見つかっていない.fёrmを含む異なり語は合

計 20語で延べ 40語が 25万 4千語にあったわけだが,すべて igが後続してい

る.それでは,fёrrnのあとにig以外がくる単語は存在しないのだろうか.こ う

いうことをしらべようと思ったら,紙の辞書は頼 りにならない.なぜなら,語
頭が fO・ 111と なっているとは限らないし,語末にしてもig以外があるかどうか

しらべたいのだから辞書の引きようがないわけだ.テ キストファイル版の辞書

ならこんな検索作業はなんでもない.エスケイプ 2文字方式の辞書ファイルな

ら正規表現で「[Ff]¥¥orm。 .*」 を使うだけである.実は「¥」 は正規表現とし

ては後続の特殊文字の意味を打ち消す働きのエスケイプ文字なので,ウムラウ

トの「¥」 がこの正規表現の「¥」 でないということをあらわすために前者を

後者で打ち消して「¥¥」 という書き方になっている.jisho.datで これをしら

べると,やはり,56語中 52語では igが後続していた.おmも しくは Fёrmで
igが後続してないのは,fёrmlich, unfё .111lichと Fё.111lichkeitと Fё lllllich‐

keitenの 4語だけだった.最後の 2語については [3.3]で書いたように,元に

した 3冊の辞書の中にどうやら複数形の見出し語を採用していたものがあった

ようである。整理中のもっと大きな辞書ファイルでしらべてみてもig以外が後

続するものはほとんどふえないようだ.あ とは larlzettfё rmlichと Sandfё rrn…

chenぐ らいである.

また,awkを使うならさらに特殊な検索も可能で,た とえば,語彙ンヴェル

の回文が簡単にしらべられる.回文というのは必ずしも文の一種ではなく,「逆

さ (さ かさ)」 や「田植え歌 (た うえうた)」 や「新聞紙 (しんぶんし)」 のよう

などちらから読んでも同じ語や文などをさすものらしい.ドイツ語では回文に

相当する概念にPalindromが ある.厳密に言 うと,Palindromと いうのは

Neger,Lager,Nebel,Beil,Eva,Amor,Koma,Drehの ように逆から読むと男J

の語になるものも指すようだ。狭義の語彙ンヴェルの Wort― Palindromは 逆か

ら読んでも同一語で Ama,Otto,Madam,Reliefpfeilerな どが知られている.
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awkを使えば狭義の Wort― Palindromを しらべることは容易だ.[2]に ある

rev.awkと いうスクリプトを少しいじればいい.要するに各行の単語を反転さ

せ元の語と同一であれば出力するというスクリプトを書けばいいわけだ.ただ

し,Arlnaと amAでは同じにならないから単語を小文字に変換して比較して

いる.

#KAIBUNoAWK
{rev=''"

kOmOii=t01ower($0)

for(i=length($0);i>0;i― ―
)

rev=rev sprintf("%s",Substr(komoii,i,1))

if(komOii==rev)

print$0

}

結果を見ると, 4文字以上のものはやはりあまり見つからない。あまりに特殊

だと思われる語を除くと,Ebbe,Kaiak,Renner,Rentner,Retter,Rotor,

neben,nemen,neppen,stetsな どが出てきた.

4.2 awkに よる集計

awkは grepの ように文字や文字フリの検索にも使えるし,ス クリプトを用意

すれば複数の検索が一括しておこなえる.使用した正規表現を出力するように

しておけば,後から修正したり,点検したりするにも便不Uである.さ らに,awk
にはgrepや sedに はない計算機能があつて,各種の集計に使える.検索と集計

を組み合わせることも可能だが,こ こでは,awkに よる集計の例として語彙の

長さ,つ まり文字数についての統計と文字頻度についての統計をとっておこう.

16文字のところで結果を折り畳んでいる以外は,awkの出力をそのまま使用し

ている.
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1文字

2文字

3文字

4文字

5文字

6文字

7文字

8文字

9文字

10文字

11文字

12文字

13文字

14文字

15文字

2語

47語

369語

1297語

2485語

3970語

4549語

6008語

7259語

7110語

6123語

755語

3496語

2483冨吾

857語

(0.004%)

(0.085%)

(0.665%)

(2.338%)

(4.480%)

(7.158%)

(8.202%)

(10.832%)

(13.088%)

(12.819%)

(11.040%)

(8.573%)

(6.303%)

(4.477%)

(3.348%)

16文字

17文字

18文字

19文字

20文字

21文字

22文字

23文字

24文字

25文字

26文字

27文字

28文字

30文字

1238言吾  (

849語 (
540語 (
375語 (
272語 (
160語  (
88語 (
43語 (
36語 (
21語 (

16語 (
9語 (
5語 (
2語 (

2.232%)

1.531%)

0。 974%)

0.676%)

0.490%)

0。 288%)

0.159%)

0.078%)

0.065%)

0.038%)

0.029%)

0.016%)

0.009%)

0.004%)

これだけの作業をしてくれるスクリプトだが,次にあげるように意外に簡単で

ある.

#MOJICHOU.AWK
(arr[lengthO]++

}

END(
for(i in arr)(

aver=arr[i]*100/NR

printf"%2d%-5s%6d%s(%6.3f%%)¥n",i,"文 字 :",arr[i],"語 ",aver

}

}

mOiiChOu.awkを awkで実行して,実行結果をmOiichOu.datに 保存するには,

awk― f moiichOu.awk jisho.dat l sort― n>moiichou.dat

とする。「 l sort― n」 の部分は使用するawkの種類によっては不要だが,出力
の各行を数字の順番で

'並
べかえる意味がある.
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語彙の文字数について上の結果を見ておくと,55464語のデータで最頻値は

9文字で 9文字の語彙を中心にすそ野が両側に伸びている.平均値はこの節の

冒頭に書いたように 10文字ちょっとになる.最大値が 30文字でこちらのすそ

野のほうが最小値 1文字に伸びるすそ野よりもやや長 くなっている。 9文字の

語彙は最大派閥であるが,こ れは辞書の見出し語としての話で,通常のテキス

トで文字数をしらべると,一番頻度が高 くなるのが 3文字の語彙で, 3文字よ

り文字数が大きくなればなるほどそれにつれて頻度は小さくなる。100万字強

17万語弱の実用文例集 (詳細は後述)でしらべた結果では,30文字の語彙 (10

語で 0.006%)ま でしらべて 9文字の語彙が 8文字の語彙よりも頻度がやや高

くなる他は文字数が増大するにつれ頻度が例外なく減少している.英語の結果

が長尾 (1983,p.25)に のっているが,一番頻度が高いのはやはり3文字の語彙

で,文字数がふえるにつれて頻度が小さくなる点も一致している.

語彙の文字頻度もawkで出しておこう.語彙全体の文字頻度と語頭の文字頻

度と語末も文字頻度の 3つ をしらべる.awkの スクリプトはここにはあげない

が, 3つ つくって,結果を汎用ツールの pasteで合成している。なお,awkを
使わなくとも多少面倒だが汎用ツールを組み合わせるだけでも文字頻度の計算

はできる。全体の文字頻度ならfoldの-1指定でテキス トファイル全体を一行

―字に折 り返すことができるからsortと urliqの一cオ プションを組み合わせ

ると文字頻度がかぞえられる.語頭の文字頻度ならcutの一cl指定で 1桁めの

文字を切 り出して,sortと urliqの一cオ プションでやはり同じように語頭文字

の頻度を計算することができる.cutの一cオ プションを一c2と すれば 2字めが

切 り出せるし,一c3な ら3字めが切 り出せる.語末の文字頻度をかぞえる場合は

各語の文字数がバラバラなのでこの方法で語頭からの桁数を指定して文字を切

り出すことはできないe revで まず行を反転させて語末の文字を語頭にしてか

らcut―clで 1字めを切 り出せばよい。

a。 文字頻度 (全体)

1.e 79118(14.217%)

2.n 47520(8.539%)

3.r 4349(7.969%)
4。 i   37439( 6.7270/0)

5。 t 36773(6.608%)

6.s 35722(6.419%)

b.

S

a

b

k

文字頻度 (語頭)C.
7126(12.848%)n

3958(7.136%)e
3562(6.422%)t

3289(5。 930%)g
3080(5.553%)r
2884(5。 200%)h
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文字頻度 (語末)

13561(24。 4500/0)

7493(13.510%)

6922(12.侶0%)

6222(11.218%)

5776(10.414%)

2886(5。 203%)

ｇ

ｈ



7.a
8.I

9.h
10。 u

ll.g

12.c

13.o

14.b

15。 m
16。 k

17.f

18.d

19.p

20。  z

21.w
22. v

23. a

24. u

25。  B

26. 0

27.i

28. y

29。  x

30。 q

31. ―

32. 6

33. '

34. ∝

35。 a

33450(6.011%)v

27824( 5.0000/0) e

27765(4.989%)f

22766(4.091%)w
21108(3.793%)m
18672(3.355%)r

15093(2.712%)z

13896(2.497%)p

13502(2.426%)t

13408( 2.4090/0) d

12680(2.278%)|

12662(2.275%)u

9248(1.662%)n
7470( 1.3420/0)  i

6752(1.213%)o
4942( 0.8880/0)  ロ

4327(0。 778%)i
4089(0。 735%)c
1787(0.321%)q

1685(0。303%)0
700(0.126%)a
695(0。 125%)x
445(0,080%)y
350(0.063%)a
242(0.043%)∝

24(0.004%)

4(0.001%)

3(0.001%)

1(0.000%)

2823(5.090%)

2694(4.857%)

244(4.406%)

2417(4。 358%)

2308(4.161%)

2191(3.950%)

2188(3.945%)

2125(3.831%)

2081(3.752%)

2040(3.678%)

1823(3.287%)

1788(3.224%)

1434(2.585%)

917(1.653%)

631(1.138%)

498(0.898%)

408(0.736%)

339(0.611%)

181(01326%)

99(0。 178%)

90(0。 162%)

26(0.047%)

18(0.032%)

1(0.002%)

1(0.002%)

2671(4.816%)

1881(3.391%)

1726(3.112%)

114(2.063%)

1080(1.947%)

708(1.277%)

670(1.208%)

581(1.048%)

475(0.856%)

466(0。 840%)

298(0.537%)

255(0.460%)

240(0.433%)

149(0.269%)

117(0.211%)

55(0.099%)

49(0.088%)

17(0.031%)

9(0.016%)

5(0.009%)

4(0.007%)

3(0.005%)

1(0.002%)

|

S

d

m

k

Z

f

i

B

a

O

u

b

V

p

X

y

e

C

W

0

u

a

語末文字の頻度表ならMuthnam(1988)の 逆引き辞典にもあるが,語彙をひ

とつひとつかぞえるのでなくページ数をかぞえたらしいこと,長い単語が余計
にスペースをとっていたりするので正確に数えることが難しいことなど指摘し
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ている(p.65).パ ソコンで処理がおこなえるテキス トファイルの語彙 リス トな

ら正確にしかも素早 く頻度を計量することができる。Muthmamの結果 と上位

20位の文字の順位を比較 しておこう.「城岡 1」 が jisho.datのデータだ.

(語末 )

1           5             10             15             20

Muthmann l netgr ihsdmkzf ia6obuv

城岡 1: netgrh l sdmkzf i Saoubv

そう違いはないが,hと 1の順位,3と aの順位,uと bの順位が入れ替わつて

いる.

次に語彙全体の文字頻度 と語頭の文字頻度について上位 20位の文字を出し

てみよう.jisho.datのデータは辞書の見出し語データなので使用頻度の高い語

彙も低い語彙も一回ずつしか記載されていない.通常のテキストを対象に文字

頻度を出せば同一語彙が何度もあらわれるし,変化形もあらわれ,ま たかなり

違った結果になるとも予想される.そ こで,こ こでは通常のテキストの文字頻

度の結果も出しておく.「城岡 2」 として結果はじめしてある.調査したのは

Rossipaul Verlagか ら出ている下記のフロッピー版実用文例集 5点だ.

a, Der elektronische Geschaftsbrief。

b. Der elektronische Geschaftsvertrag。

C. Der elektronische Privatbrief.

d. Die elektronische Stellenbewerbung。

e. Der elektronische Beschwerdebrief.

内容が Windowsのテキストフアイルになっているので,ウムラウトなどの特

殊文字を変換するだけで日本語の MS―DOS環境でもそのまま処理することが

できる.合計すると,ア ラビア数字などを除いて 100万字をちょっと越えるデー

タ量になった.ま た,藤澤 (1984)に は「 ドイツ・冬物語」という文学作品を

対象にした文字頻度の計量結果があるのでこの結果も加えておこう。語彙全体

の文字頻度と語頭の文字頻度をパソコンとBASICで集計したものである。さ

らに,語彙全体の文字頻度なら英語や仏語のデータもあるので,参考に出して

おこう。長田(1985)はニューズウィーク 10万字をもとにしたデータであるが,

表では「英語 1」 と記載する.それから,長尾 (1983,p.21)に ある英語の文字
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頻度のデータはRezaの調査によるとされたものだが,これを「英語 2」 とする.

前川 (1995)に も小説,随筆,評論,童話,科学解説の分野からの約 10万字の

データをもとにした英語の結果がある.こ れは「英語 3」 としよう.ま た,前
り||(1995)に はレイモンド・ カーヴァこの小説の文字頻度も出ているので,こ
れを「英小説」とする.最後にフランス語のデータだが,こ れは長田 (1986)

にあるものだが,データの出所についてはよく分からない.

(1`≧r,4ζ )

51015
tsalhugcobmkfd
tsahduglcmbofw
sthdalcumgobwf
inrshdclmpufgw
insrhlducfmwyp
inhsrdluwygmcf
inhsrdlumwkygc
t n r u lo dmp c v q b f

(語頭 )

5              1o              15

kghve「 wmrzptd l u
i evbwmgufzhnkpl
wmegahubvknf l zr

城岡 1

城岡 2

藤澤 :

英語 1

英語 2

英語 3

英小説

仏語 :

1

e n

e n

e n

e  t

e  t

e  t

e  t

e a

２０

ｚ

ｖ

ｚ

ｂ

ｂ

ｐ

Ｙ

ｊ

ｐ

Ｚ

ｋ

ｙ

ｇ

ｂ

ｂ

ｇ

・１

・Ｉ

ｒ

ｏ

ｏ

ｏ

ｏ

ｓ

ｒ

ｒ

・‥

ａ

ａ

ａ

ａ

・―

城岡 1

城岡 2

藤澤 :

1

S a

d a

d s

２０

．‥

　

ｔ

．１

ｎ

　

ｒ

　

ｔ

ｂ

　

Ｓ

　

・１

全体の文字頻度では「城岡 1」 と「城岡 2」 ではかなリー致している.つまり,

辞書の見出し語データと通常のテキストの文字頻度は上位で見るかざりかなり
一致する (こ の場合は7位 まで完全に一致している)も ののようである.藤澤
の結果を見ても,文学作品を対象にしたものであるが,全体の文字頻度では「城
岡 1」 や「城岡 2」 との類似は,英語や仏語のデータを見比べるまでもなく否
定しがたい。 1位と2位の文字は一致しているし,上位 6位 までの文字のメン
バーの顔ぶれは同一だ.一方の語頭の文字頻度は,辞書の見出し語データと通
常のテキストではずいぶんことなっているようだ.ま ず,dの頻度で鋭く対立す
る。「城岡 1」 で16位のdが「城岡 2」 では1位だ。当然これは定冠詞のder,
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die,den,des,das,demや 接続詞 da3の高頻度に由来している.同様にiの頻

度も「城岡 1」 で 20位が「城岡 2」 で 4位といちじるしく順位をあげている.

in,ich,ist,imな どがこの順位のアップに貢献しているようだ。逆にkでは 4

位から16位,hでは6位から14位,rでは 12位から19位 と「城岡 2」 でつま

り通常のテキストで大幅に順位を下げている.「城岡 1」 と「藤澤」をくらべて

みても,dと iがいちじるしく順位を上げ,k,h,rで順位を落とすという図式

は変わらない.一方,通常のテキスト同士の比較では,「城岡 2」 と「藤澤」が

一見してかなり異なる文字頻度の分布をしている点も見過ごせない.こ のあた

りは今後の研究を待ちたいが,語頭の文字頻度については文体的な差異が出る

可台旨性もありそうだ。

5。 最後に

現在,様々な規模のドイツ語のテキストファイル版逆引き辞典を編集中だ.

紙の逆引き辞典並の大規模な逆引き辞典が完成すれば,需要があるようなら公

開して,他の研究者に自由に利用してもらうつもりでいる.ま た,本稿で述べ

た方法はドイツ語だけでなく,適当な電子ブックさえ手に入れば他の外国語に

も応用できる.私自身は,日本語や英語のものも作成していて,そのうちにド

イツ語と日本語や英語との比較研究をおこなうつもりでいる.研究が進みしだ

い成果を発表していきたい。

圧

1)手間から言えばこちらのほうが楽なのでこの方法についても述べておこ

う.全文検索では何 も指定せずに検索させると辞書の先頭から検索を始めて

32,000項 目まで検索してくれる.検索終了後に見出し語を選択状態にしてから

メニューバーの「編集」で「エデイター起動」を選択する.次に出てくる表示

で出力したいフアイル名を指定して,「該当項目見出しのみ」をチェックする.

そして,「OKボタン」を押せばテキストファイルに見出しを出力してくれる.

ただし,DDwinでは一度に出力できるのは 32,000項目という制限があるため

一度ではすべての見出し語が取 り出せない場合もある.その場合は,検索の開

始位置を指定して上記の作業を繰 りかえすことになる.こ の検索の開始位置の
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指定は見出し語を取 り出すためにはなかなか便利で,た とえば英和辞典 と和英

辞典がいっしょになっている電子ブックで検索開始位置を「あ」に設定すれば

日本語の見出し語だけが取 り出せる.ただし,こ こで述べた方法が使えない電

子ブックもあるようだ.

2)U亜versalwё rterbuchの Aの全項目とBでは Bahnwarterま でがテキス

トファイルとしてボン大学にあり,D.Hein(1995)で はそれを利用しているの

だが,DD宙nを利用すれば辞書全体がテキス トファイルとして研究に利用でき

る状況になっている.

3)なお,grepや awkを活用すれば,わざわざ配列を変えたファィルをつくら
なくともこういう調査はできるのだが,実際に目で確認したり,同時に他の色
彩語についてもしらべたいというようなときにはここで述べた方法が役に立
つ .

4)sedは削除や変換に使われることが多いと思われるが,grepや awkの よ

うに検索に利用することもできる。しかも,sedで はawkでは不可能なタグ付
き正規表現がつかえるので畳語の検索なども簡単に実現できる。すべてを小文
字になおしたファィルをjisho.datと すれば,plemplemの ような 4字以上の文
字列が繰 り返される畳語をしらべるには,

sed―n"/^¥(.… .*¥)¥1$/p"jisho.dat        ・

のようにする.こ ういう作業は語彙数の大きいリス トを対象にしないと結果は
えられない.ク ラウン独和辞典ではplemplemでさえ見出し語にはなっていな
い.整理中のデータファィルのうち最大の 17万語程度のものを利用した結果を
示しておこう.大文字で始まる語は大文字に戻して示すと,plemplem以外で
は,banabana,Matamata,Pinkepinke,killekille,1「 ёfftёff,Beriberi,Dividivi,

tucktuck,hOpphopp,Couscous,Froufrou,KOmpetenzkompetenzが 興́卜つかっ
た。日本語とは比べものにならないほど少ないようだ。
5)「数字の順番で」というのは分かりにくい言い方だが,数字の並びを先頭
の文字から比較すると,た とえば「 3」 よりも「12」 のほうが小さい.文字列
としてソー トすると事実「12」 のほうが「 3」 よりも小さいものとして並べか
えられてしまう。それゆえ,sortでは数字として並べかえたい場合には一nオ プ
ションをつけることになっている.

6)データの全文字数を計算するのにwcと いうツールが使えるが,ふつうの
Wcでは改行文字も数えるので一行一語の語彙 リス トを使用して文字数をかぞ
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える場合には無視できない誤差が生じてしまうので注意が必要だ.実用文例集

の 100万字程度のデータで一行一語の語彙リストをつくると,17万行 ぐらいに

なったので,wcの種類によっては文字数で 17万字程度は文字数が増えてしま

う。高取和民さんが MS―DOS用に作成した wCな ら改行文字や空白文字は無

視してくれるようだ。
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